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まえがき 

 

主の御名を賛美します。 

 

アメリカ、日本、カナダ、オーストラリア、中国、イタリアから総勢約350 名（部分参加者も含む）の参加者が与

えられました。その内、60 名が日本からの参加でした。参加者の半分以上がが初めての参加者でした。また、

2008年に救われ、生まれたてのクリスチャンとしてecに参加されている人が多くいらしたのも今年の参加者の

特徴であったように思います。 

 

講師として、日本から横山幹雄師（内灘聖書教会）、ヤマシタヒロコ師（中央アジア）、そして、イタリアから内村

伸之師（ミラノ賛美教会）をお迎えしました。横山師による聖書講解とスモールグループでのインダクティブバイ

ブルスタディを通して、ヤコブ書全体を学びました。若いクリスチャン達がさらに御言葉に近づき、聖書の読み

方を学ぶ機会になりました。各講師が共通して取り次いでくださったことは、キリストの十字架を通しての愛、悔

い改め、キリストに似たものに変えられること、そして、その過程を通る中で、今回のテーマであった「平和を作

り出すものへ」と変えられていくことでした。それぞれ、語られたことや示されたことは違いますが、具体的な一

歩を踏む決意と共にec 08 から遣わされていきました。 

 

また、「平和」をテーマの中に組み込んだこともあり、宣教についても目を向ける機会になりました。ミッションブ

ースを設け、宣教の機会の紹介を行いました。また、新年カウントダウンを日本と中継で結び、ヨーロッパやシ

ンガポールにいる日本人ミニストリーからのビデオを流すことで、神様が広げてくださっている日本人の働きを

見、祈り合う機会を持ちました。神様の更に大きな働きに参加者たちが出て行くことを期待しています。 

 

以下、参加者の声を証としてお送りします。それぞれのこれからの歩みのためにぜひお祈りください。 

 

equipper conference 2008 実行委員長 中村千尋 
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1. 菊池結希 

 

ＥＣに参加して教えられたことは、結論からいうと、神さまと人とに素直に正直に生きていくということ、与えられ

ている友と励まし合って生きていくということです。 

 

私は、初めＥＣの集会でのみんなの姿についていくことができませんでした。 

それは、嬉しいときは心から喜んで涙を流す、辛いときは辛いと正直に言って涙を流す、試練の中にいる友達

の話を聞いて涙を流すというそんな姿でした。 

 

教会が心の休まる場所でなかったり、同年代のクリスチャンが尐ない日本で、私が必死になって築いてきた神

さまとの一対一の関係に、また聖書や信仰書をひたすら読み、毎日真剣に祈り、必死に神さまを求めてきた自

分の信仰に変なプライドと自信を持ち、自分は強い人なんだと、神さま以外には頼りたくないし一時の感情的

な空気には絶対に流されないんだと、そんな大きな勘違いをして心を頑なにしていたからです。 

 

しかし、私のために涙を流しながら祈ってくれる友達を見たとき、賛美チームの奉仕をさせてもらい一曲一曲で

大きく変わっていくみんなの表情を見たとき、その涙には信仰に基づく愛が流れていて、一人一人に本当に神

さまの暖かさを感じました。それと同時に、自分の力だけで生きようとしていた自己中心で高慢な自分の信仰

に気づかされました。 

 

「クリスチャンが成長できないのは一人でいようとするから」と、EC で出会った人が語っていました。 

箴言にも「人はその友によって研がれる」と書かれているように、嬉しい時は素直に「嬉しいから一緒に喜ん

で！」と、苦しいときはやせ我慢するのではなくて素直に「苦しいから助けて」と、与えられているたくさんの信仰

の友と一つ一つを分かち合い正直に生きていく、それによって信仰の成長を与えられていくことを私は教えら

れました。 

 

自分の弱さを知ることは痛いことだけれど、それを通してさらに神さまにより頼む者へと、とりなし、自分も祈っ

てもらう者へと変えられていくのだと思います。 

 

EC を通して、多くのものを得、教えられました。しかしそれだけではなくて、自分の中の不必要な物が取り除か

れて心が尐し軽く、自由になった気がします。 

 

私は未熟で弱いけど、偉大な神さまにすがって、EC で与えられた多くの信友と励まし合って、月日と共にわず

かずつでもイエス様に似た者へと変えられていきたいです。 

水がいつも一番低いところを満たすように、神さまの憐れみも祝福も一番低くなったところに注がれる。だから

私はまず一番低くなられたイエス様を見上げ、「神さま、弱い私を憐れんでください」と祈ることから始めようと

思います。 

 

EC で受けた多くの恵みに感謝して、また過去の恵にとらわれるだけにとどまらずに、絶えず飢え乾いて、成長

を与えられていく者でありたいと願っています。 
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2. 井田マックス 

 

こんにちは、EC に突然参加を出来た井田マックスです！ 

 

今回の EC には全然参加つもりがなくて、三回目だったし、僕が行かなかったらその分ファンドレイズしなくても

良いから別にいいやとおもってました。 

 

でも多分神様が違う計画を持ってたと思います。 

 

皆に行けないと言ってた僕が、なんと二日目の昼ご飯の時に会場に着きました。会場に着いた時に、何人から 

「え？！何で居るの？！」とびっくりして言ってくれました。その時には「あ、家族の予定がいきなり出来てさ．．」

とかってにごまかしたが、実はEC が始まる一週間前ぐらいに、仕事場で電話があって、おばあちゃんが居なく

なったことを知らされました。「あたし明日から行くからマックスはどうする？」とお母さんが言って、おばあちゃ

んのお知らせにビックリしつつEC に行ける希望がちょっとだけねばえました。 

 

速攻せつさんに電話して、お葬式の日にちが決まってないけど行けたら行きたいと伝えて、ロスに行きました。 

結局おばあちゃんのMemorial Service が２８日に行われて、その次の日から参加を出来ました。 

 

今回の EC では、前に仲良くなった仲間達とすでのもっと仲良くなれて、また、会った事もない人と仲良くなれて、

本当に日本人クリスチャンの輪が広がったと思ってます。いつか神様がこの輪を通してすごい働きをすると信

じてます。 

 

あとは賛美の中に毎回満たされて、本当に自分が神様を賛美してると一番幸せだなとおもい、本当に僕はこの

素晴らしい神様を賛美する者のがとても明らかになりました。 

 

でも僕が行けたのは、変な話、おばあちゃんのおかげだと思ってます。 

 

証大会で本当に皆に伝えたい事が一つありました。行こうと決めた瞬間にDVD が流れ始めてかなりショックを

受けたが、ここに書きます。 

 

クリスチャンとして生きるのは最も素晴らしい生き方だと伝えたかったのです。おばあちゃんは熱心なクリスチ

ャンで、おばあちゃんを思い出すと祈りのギフトを持ってる人だったのが頭に浮かびます。毎朝、部屋の箪笥の

前に長時間ずっと祈ってて、家族一人一人の名前をあげて祈ってた姿が僕の心に残ってます。僕のおじさんが、

「お前らおばあちゃんの分の祈りがなくなったよ、凄く頑張らなきゃ！」と笑って言ってくれました。 

 

そのお葬式、今まで行ったお葬式の中に一番きれいなお葬式でした。部屋の壁はほとんど窓で、花が多分一

万ドル分が部屋の周りに飾ってあって、そこの中におばあちゃんが幸せそうに眠ってました。 

 

「あ、きっとジーザスとあってるんだな！」と本当に思えるようなMemorial Service でした。神様を知る事はこれ

だと思ってます。神様との関係って若干遠距離恋愛と近いんじゃないかなと思ってます。（本当はずっと一緒に

居るけど）でも何年もこれを続けて、神様とやっと会えるのは非常に楽しいんでしょ！神様が与えて下さる希望

をありがたく受け取って、またそれを知って他の人とこの希望を伝えて行きましょう！ 
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3. 豊里由布 

 

今回 ec では、高校生トラックのスモールグループリーダー(以下 SGL)の奉仕を勤めさせて頂きました。実は高

校生トラックのSGL の奉仕は、初めて行ったec04 の時から関わりたかったのですが、２年連続賛美チームに

参加し、３年目はチャイルドケアを選んだものの、ひどい風邪で半分以上寝込んでいたりで、４年目にしてやっ

と念願の高校生トラックSGL になる事ができました。 

元々、ec は大学生中心のため、高校生トラックは親や友人に連れられてくる高校生達のケアでしたが、毎年人

数が増え、高校生向けのワークショップなど本格的にプログラムが組まれ始めました。大学生中心ではあるけ

れど、今の高校生達がこれからの未来を背負って行く小さな勇士達なのです。彼らがこれから沢山リーダーが

生まれ、これからのｸﾘｽﾁｬﾝジェネレーションを引き継ぐ者として、ec での高校生トラックは特別にケアが必要な

のです。 

その必要性を感じて、尐しでも高校生の働きに役に立てればと願うばかりでした。高校生の時は特に気持ちが

情緒不安定で、大人と子供の狭間で行き来する中、沢山の事に疑問を持つ時だからこそ、しっかりとした土台

作りと強い信仰が必要だと思いました。私自身高校生の時、沢山の事を思い悩み、苦しみを通り、偽りの中で

生きていました。人間関係やセルフーイメージでズタボロになって居た頃、私は神様に大きく変えられ、傷だら

けだった体を聖めて癒してくださいました。辛かった経験も、こうして高校生と関わる中で活かされて用いられて

いけばいいなと思っていました。 

４度目のec にも関わらず、高校生トラックと関わるのも、SGL の奉仕さえもした事がなかったため、つのる期待

とは裏腹に、緊張や不安ばかり抱えていました。けれども初めて自分が担当するグループの女の子達に会っ

た瞬間、そんな不安は全て吹き飛ばされました。神様はパーフェクトなグループを用意してくださったのです。し

っかりサポートしてくれるサブリーダーも与えられ、女の子達のﾉﾘも同じテンションだったので本当に楽しくリー

ドする事ができました。他の高校生トラックのグループも、全てパーフェクトマッチで、男女高校生＋リーダー

共々人数平等で、とてもやりやすい環境になったのです。全てがこのように完璧に整えられたのはec が始まる

前日の事という事実にも驚かされました。神様は本当にいつもｷﾞﾘｷﾞﾘなんですよね・・・（笑） 

今回高校生トラックの奉仕を通して気づかされた事は、高校生でもまだ幼子の信仰を持っているという事。この

奉仕をする前までは、子供は何歳までが子供で、幼子の信仰はいつから消え去るのだろうと考えた時、私の中

では小学校低学年ぐらいでした。けれども、 彼らが流す涙はとっても素直で綺麗で、純粋な幼子の信仰を持ち

ながら神様の愛に触れられて行く彼らの姿を見てとても励まされました。リーダーとして、与える側の立場なは

ずなのに、彼らから受けたのはその何十倍もの励ましと祝福

でした。そして何よりもの恵みは、私のグループの女の子達は

確実に、お互いこれから一生付き合って行く姉妹を、信友を見

つけられたんだなと言う事。ec で出会う友達は一生です。そ

の不思議な神様の繋がりで、これから毎日励し合い、共に祈

り合い、共に神様賛美していく仲間となるのです。 

今回高校生トラックのSGL として奉仕できた事、本当に神様

に感謝な気持ちでいっぱいです。１度目でも、２度目でも、３度

目でもなく、４度目に奉仕ができた事。OC で青年会のリーダ

ーとして立てられた１年半の経験があったからこそできたこと

だと思います。高校生トラックでの奉仕を通して、改めて私は

リーダーとして整えられていたんだなという事を実感しました。

本当に神様のなさる事はタイムリーで、時にかなって美しいの

です。 
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4. 中久木貴 

 

ec は今年で五回目。行ってみれば、JCFN スタッフたちと同じくらいベテランだったので、尐しびっくりしました。

今年の ec では今までにない体験を神様が与えてくれました。  

ec を通して神様は俺の心を、罪を、そしてプライドを打ち砕きました。今年は実行委員として、高校生のプログ

ラムをまかされてました。この高校生トラックを通して、神様は俺が2008 年に苦しんできた罪の重荷から解放

してくださり、聖書に書いてある神様の御言葉を、実際体験を通して証明してくれました。 

 

人を傷つけた罪、神様を愛さなかった罪、何より神様に向き合わずに逃げてきてた自分の罪を抱えたまま、俺

は高校生ディレクターを引き受けました。「神様は完璧な器を求めてない。俺をふさわしい器に作り替えてくれ

る。主が示してるから俺は応じる。」という事は頭でわかっていましたので引き受けました。 

 

しかし、準備の段階で、沢山の人に迷惑をかけ、彼らの仕事を増やしたり、自分の仕事を終える事ができなか

ったり、結局ダメダメでした。 

それでもなんとかプログラムができあがり、ec が始まった！と思えば、プログラムがあまりにも先生たちのメッ

セージに一致していて、急遽新しい内容に変えようと決まりました。でも、俺は何も浮かんでこないし、神様の

声が聞こえないし、神様がどう高校生に語りたいのかもわからないし、つくづく自分の無力さを感じさせられ、自

分がなんでリーダーなんだろうと思うときもなくはありませんでした。でも、主は俺を通してプログラムを与えず、

主が与えてくれた仲間達から作り上げました。一人一人のアイディアや、協力によって俺には到底考えられな

い物が出来上がりました。それも、誰の物と言う事もできず、本当に神様から与えられた すばらしいプログラ

ムでした。 

 

神様は会えて自信喪失した俺をリーダーに立てて、一番俺が神様の 偉大さを見れる方法で事を行いました。

「主は弱い器を用いる」と言う教えを、実現してくれました。俺の罪深さや、その罪に打ち勝てない弱い自分を変

えれる唯一の人。俺の努力や才能、生まれ持ってきた器じゃないんだって知りました。 

 

そして、「主は愛ある神、彼は私たちをけして見捨てない」と言う言葉も教わりました。僕は、去年の数々の過ち

を抱えて、「誰でも失敗はあるし、皆罪人なんだし、落ち込む事はない」と頭にわかっていても、心は痛んでいま

した。どんどん神様の働きに関わるのが怖くなったり、俺は神様を悲しませてると思う事しかできなかった。「神

様、俺の事を見て喜べてますか？」と祈ってました。 

 

そして、「砕かれた心」という賛美を歌ってるとき、何故か神様が喜んでると感じました。そしたら涙が止まらなく

なりました。そこで気がついたのが、神様は完璧な奉仕を求めてなかった。俺が完璧な器になる事ではなく、俺

が自分のいびつな、ひび割れた姿を神様のもとに持ってくる事が神様の喜びなんだと。「あなたが求めるのは、

捧げものより 御声にしたがう砕かれた心」とあるとおりでした。俺と神様を足して１００の物ができるとしたら。

俺がいくら成長しようと、変わろうと努力しても、いつも俺は０で、神様が１００なんだ。 

 

そんな神様の愛、偉大さ、力を体験して、心からこの神様にすべてを捧げようと思いました。神様はそんだけす

ごい！There is pain in the offering, there is suffering in the walk, but He is worth it と言う事を心から感じて、

主に信仰をおくと言う事はどういう事かを改めて知る体験でした！ 
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5. 平井幸香 

ｅｃó08に日本から参加して 

 

私がｅｃに参加したいという思いが与えられたのは、昨年の9 月の終わりごろでした。それまではｅｃに参加する

ことは考えたことはありませんでした。でもその思いが神様から与えられた思いなのか自分だけの思いなのか

と迷い祈りました。また経済的な問題もあり参加を諦めようかとも思いました。やがて、私がｅｃに参加すること

が神様の御計画であれば道を開いて下さると信じる心に変えられました。そして経済的な必要も満たされ神様

が私をｅｃに送って下さったことに心から感謝しています。 

 

私は 3 年前にニュージーランドでクリスチャンになりました。日本では一度も教会に行った事がなく、信仰生活

の面でも不安一杯で帰国しました。今私が通っている教会で多くの信仰の友にも恵まれましたが、どこかで心

細さを感じてニュージーランドに戻りたいと後ろ向きな信仰になっていました。そんな私でしたが、ｅｃに参加す

ることでこれから日本に帰る人達を励まし、私の経験を分かち合うことができればという思いがありました。ｅｃ

ではたくさんの若い日本人クリスチャンを目の当りにして大変感動しました。たくさんの兄弟姉妹と共に主を讃

美できること、交わりの時を持つことができることに本当に感謝でした。この中でいったいどれだけの人がアメリ

カでイエス様に出会ったのだろうと考えるとまた感動で、アメリカは熱いなと感じました。また講師の先生方のメ

ッセージを通して、神様は私が自分の罪から目を背けてしまっている事や私が前を向いて神様に向かうことを

示して下さいました。バイブルスタディやワークショップではクリスチャンとしての学びの大切さを知り、それまで

興味が無かった分野にも学びの必要性を感じ興味が与えられました。 

 

私が日本に帰る時は何の受け皿も無く、ｅｃのようなカンファレンスもありませんでしたので、本当にｅｃのような

帰国前にクリスチャンをequip するカンファレンスは大切だと思いました。また日本での受け皿であるスモール

グループの大切さも改めて感じました。 

 

最終日の派遣式には参加していませんが、参加していた友達から派遣式の様子を聞いてみると、私たちは神

様から遣わされて日本に帰るのだと言ってあったということでした。それを聞いて私もニュージーランドから日

本へ神様から遣わされて、また今度はアメリカから遣わされて日本に帰るのだと思いました。それを知ることが

出来たことが本当に感謝でありこれで前に進めるような気がしました。ｅｃでは神様との関係を見つめ直す機会

を与えて頂きました。そしてたくさんの尊い恵みを頂きました。ｅｃで学んだ事、頂いた恵みは数えきれず言葉に

ならないぐらいですが、ここ日本に遣わされたものとして前向きにイエス様と歩んでいけるように祈りたいと思

います。ありがとうございました。 

 

 

 

 

6. 入野 佑介 

 

こうしてEC で神様から語られたことを証という形でSHARE することができることを本当に感謝しています。な

ぜなら、EC の最終日に証大会というものがあって、証したい人が自由に証をするという時間がありました。け

れど一人一人の制限時間が３分でした。それを聞いたときどんなにがんばっても３分ではまとまらないと思いま

した。それに喉が限界に近くて声が出る状態ではありませんでした。だから、こういう形で証をすることができて

本当に感謝です。 

 

ご存知のように、私は２ヶ月前にイエス様を受け入れました。その後すぐに洗礼式をしました。そのときは半年
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近くクリスチャンになろうか悩んでいたのが解決して、私の心の中はすっきりしていました。けれど今から考える

と、その心の中にまだもやもやしたものがあったような気がします。それは日が経つにつれて姿を現してきまし

た。その原因はなんなのか？ものすごく悩んでいたんですけど、その悩みを誰にも言えなかったし、神様にも

頼ろうとせず、ただ自分ひとりで解決しようとしていました。当然自分で解決しようとしていたから、原因が何な

のかは全くわかりませんでした。「本当にお前はイエス・キリストを信じてるの？」という友達の単純な問いがず

っと心の中を彷徨っていました。もしEC に行けばもやもやした感情が取れるんじゃないか？って思ってEC に

参加しました。 

 

EC では２日目にそのことについて神様が語られました。最後の祈りのときに自分でもわからないほど泣いてい

ました。あれほど泣いたのは生まれて初めてじゃないのかと思うくらいでした。神様は私の心の中にある闇を

指摘しました。「人と比べる心、妬み、嫉妬心、敵対心、そして自分のプライド。そういうものがあるからあなた

は神様を見上げることができないんだよ」そう言っているような気がしました。そのとき自分の心の中はぼろぼ

ろに近い状態でした。心の中に２つの自分を作って、ひとりは本当の自分で、もう一人は周りの人にほめられる

ために作った偽りの自分。そういう自分を作ることがむなしいことだって分かっていたけれど、それを捨てる勇

気は全くありませんでした。そして本当の自分の周りには誰も入れないように壁を作っていました。本当に自分

という存在が虚しかったし、愛に飢えていたし、どうしたらこの虚しさが取れるんだろうってずっと心の中で思っ

ていました。もう神様に頼るしか方法はありませんでした。泣きながら祈ったし、本当に私を変えてくださいと心

の底から祈っていました。その後賛美をしたときに、なんとも言えない満足感がありました。心の中がめちゃくち

ゃ満たされていて、自然と笑ってる自分がいる。一時的な欲求を満たすために、sex とかmastervation に走っ

てそのあと自分が虚しくなって、また繰り返して・・・そんなことをしてた時よりもはるかに自分の心は満たされて

いました。たかが歌を歌ってるだけなのに、その満足感は次の日にも続いていました。そのときから賛美が好

きになって、散々叫んだ挙句、喉を枯らしたという・・・ 

 

EC を通していろいろなみ言葉を知りましたが、その中でもすごく印象に残っているものがあります。それは黙

示録の３章15-20 節 

 

「私はあなたの行いを知っている。あなたは、冷たくもなく、熱くもない。私はむしろ、あなたが冷たいか、熱いか

であってほしい。このようにあなたはなまぬるく、熱くも冷たくもないので、私の口からあなたを吐き出そう。あな

たは自分は富んでいる、豊かになった、乏しいものは何もないといって、実は自分が惨めで、哀れで、貧しくて、

盲目で、裸のものであることを知らない。私はあなたに忠告する。豊かな者となるために、火で精錬された金を

私からかいなさい。また、あなたの裸の恥を表さないために着る白い衣を買いなさい。また、目が見えるように

なるために、目に塗る目薬を買いなさい。私は愛するものをしかったり、懲らしめたりする。だから熱心になって、

悔い改めなさい。見よ。私は戸の外に立ってたたく。誰でも私の声を聞いて戸を開けるなら、私は彼のところに

入って、彼とともに食事をし、彼も私とともに食事をする。」 

 

イエス様は中途半端が嫌いです。あなたの信仰は生ぬるく、熱くも冷たくもないので私の口からあなたを吐き出

します。あなたは心の中に誰にも見せたことがない部屋があります。その部屋の中には、あなたの最も隠した

いものが入っています。誰にも言えず、もしそのことを言ったら恥を晒すだけなので言わないのです。けれど、

イエス様はその部屋に何が入っているのか知っています。そのドアの前に立ってずっとノックをしているんです。

イエス様なので強引にその部屋を開けることはできますが、あなたが自ら開けるまでずっとノックをしているん

です。あなたがそのドアを開けたときイエス様はあなたと食事がしたい。そのためにあなたには、熱いか冷たい

かそのどっちかになってほしい。そしてあなたが熱いほうを選び、心のドアを開けたときに、神様と一緒にパー

トナーシップを組みたいと言っているんです。パートナーシップを組めるのは、自分に絶望した人です。弱いも
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のと、イエス様は最強です。「俺は自分の力でやっていける」。そんな人とはイエス様はパートナーシップを組み

ません。自分に絶望した弱いあなた。私と一緒にパートナーシップを組みませんか？今あなたの目はどこを向

いていますか？あなたのどこにイエス様はいますか？ 

 

これが語られただけでもすごく幸せなことなのに、神様はもっと大きな計画を用意していました。それは、私が

クリスチャンとして、どのようにイエス様の手となり、足となるかということでした。私はFlight Attendant になる

ために、日本の学校に入ったし、シアトルに来たのもFA になるためでした。けれど、シアトルで生活していく中

で、FA が本当に自分のやりたいことなのか？他にもっと魅力的で、心からやりたいと思える仕事があるんじゃ

ないのかと考えるんですが、実際には何も見つかりませんでした。それに、男性がFA になれる確率なんてほと

んど 0 に近い。全く興味がなくなったわけではないし、もしできるんだったらやってみたい仕事です。けれど、0

に近い可能性に賭けていく自信がありませんでした。5 年かけてFA になれればいいけれど、もしなれなかった

とき、自分が歩んできた過去を後悔するんじゃないのかな？って思っていました。「5 年かけてまでFA になりた

い」っていうPassion、私を突き動かす魅力がFA にはないなって分かってしまったんです。それから、自分のや

りたいことは何なのかってずっと考えていました。EC に来る前から何となく聖書の勉強をしたいなって思ってい

ました。でも自分が牧師になるのか？と考えても何か納得できない部分がありました。ずっと祈っていたときに、

偶然その答えが見つかりました。それはEC で平和についてのworkshop が終ったときに、ある方がこんなこと

をおっしゃっていました。「私は日本で伝道をしたいと思っているんです。それは、たとえばステージの上で30

人に向かってメッセージをするよりも、ものすごく時間がかかるけど、私は１対１で伝道したい。クリスチャンにな

るってそんな簡単なことじゃないし、今日話を聞いて感動したので明日からクリスチャンになります、とはならな

いですよね。家族とか、友達とか、自分と戦って、悩んで、悩んで、それで初めて答えが出る。それにクリスチャ

ンになるということは自分の人生が変わってしまう。だからこそその人のことを本当にわからなきゃいけない。

その人のことを本当にわかっていなかったら、的確なアドバイスなんてできない」。それを聞いたとき、これじゃ

ないのかな？と思いました。私も同じようにして救われたし、金田先生から「あなたがシアトルに来たのは救わ

れるためだよ」。と言われたとき、100％否定できませんでした。神様からの導きがそのとき感じられたからです。

EC に来て、たくさんのことを神様から語られて、自分が変わっていくのが本当に分かるんです。「神様ってマジ

すげー」って思わざるを得なかった。内側から出てくる喜びが全く違う。気がついたら笑ってる自分がいる。歌っ

てる自分がいる。だからこそ、この喜びを知らない人に伝えたいって思いました。たとえばそれは、めちゃくちゃ

おいしいラーメンがあったとして、それを友達に伝えるときにスープがこれを使ってるからとか、材料がめっちゃ

いいとか、作っている人とか、そんなことは関係なくて、ただこのラーメンヤバインだって！食べないと損する

よ！って言われたら、とりあえず食べないといけないのかな？って思うじゃないですか？クリスチャンも同じよう

な気がするんです。神様ヤバイんだって、って言われたら知りたいなって思いませんか？ 

 

ですが１対１で伝道をしたいって思っても、どこで誰を対象にして伝道をするのかっていう思いはそのときは与

えられていませんでした。私がわかる形で語ってくださいって祈ってたとき、最終日にそのことが語られました。

それは「クリスチャンの恋愛・結婚」というworkshop に参加したとき、ひとつのDVD を見ました。そこには次の

ような言葉が書かれていました。「日本では７秒に１人の割合で中絶を選ぶ女性がいる。もし１年間だれも中絶

をしなかったら日本の尐子化問題は解消します」。自殺の割合は15 秒に 1 人。中絶はそれの倍。それを聞い

たとき信じられませんでした。神様の愛が本当に必要なのはこの人たちなんじゃないか？そう思いました。その

とき私のやりたいことは変わりました。「日本で、若い女性を対象にして伝道をしたい」。 

 

けれど、自分には何ができるのか？自分は何の役にも立たないんじゃないか？最初はそう思いました。けれど、

私は神様とパートナーシップを組みました。弱いものとイエス様は最強です。自分には何もできない。だから神

様にすべてを委ねる。私の口を通して神様、あなたが語ってください。100％そうやって明け渡すことが私には
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必要なんです。自分は無力で、悩んでいる人に対して何ができる？そう言われても、目の前で苦しんでいる人

を放っておくことは私にはできない。自分が経験したことがその人の力になるんだったら、支えになるんだった

ら喜んで伝えたい。そう思ったんです。 

 

恋愛の workshop が始まる前2 時間ほど時間があったのでいろんな人と喋ったのですが、そのときある方がこ

んなことを聞いたことがあるんだって言って話してくれました。「日本のクリスチャン人口は１％以下だって言わ

れてて、最近上がったかもしれないけど、その数字はほとんど変わらない。伝道者たちがいくら伝えても、祈っ

てもその数字は変わらない。でもそこには神様の意図があるんじゃないのか？って。神様がその数字を故意に

保っているんだって。伝道者たちが神様からの導きに従って油を注いでいる。でも彼らはそれを平面状で行っ

ているから状況が分からない。けれど、神様は上から見ているから状況がわかる。神様は1 枚の大きな絵を描

いているんだ。そしてある時誰かが導火線に火をつけたとき、一気に燃え上がる」んだっておっしゃっていまし

た。それを聞いたとき確かにそうじゃないのかなって思ったし、日本人って、隣の人が右に行けば、自分も右に

行く性質があるし、それは日本人のいいところだけど、これ利用できるんじゃないのかな？ある程度火がつい

たらそこからは早いんじゃないのかなって思うんです。 

 

EC に参加して本当にいろんなことを語られて、学ばされました。まだイエス様を信じていない人達へ。聖書とか、

イエス様とか十字架とかよく分からないと思います。私だってすべてを知ってるわけじゃない。分からなくてもい

いけど、でも尐なくとも知ろうとしてください。その先には希望の光があるからです。EC を通してクリスチャンっ

て愛なんだなって心から思うんです。初めて会ったのに前からあったような気がする親近感とか、私の話をずっ

と利いてくれて、泣いてくれて、祈ってくれる。かっこ悪いなって思って隠していたことでも、話したとき受け入れ

てくれる。等身大の私を決して軽蔑せず、愛してくれる。そういう人たちなんです。あなたの周りのまだイエス様

を知らない人たちで、ここまであなたのことを考えてくれる人は何人いますか？あなたの知らない人があなたが

本当の幸せを掴む事ができるように今日もあなたのために祈っているんです。そのことを知っておいてくださ

い。 

 

 

 

 

7. 酒巻アシュリー 

EC に参加して 

主の御名を賛美します。 

 

私は EC に参加して神様から多くの恵みをいただきました。神様に心から感謝しています。 

 

今年の EC のテーマは「Peace X Piece 平和を作り出すものへ」でした。テーマ聖句はヤコブ３：１８でした。 

 

EC 初日。私は不安と緊張の中にいました。私はEC でスモールグループリーダーとして奉仕をさせていただく

ことになっていたのでリーダーとしてちゃんと奉仕ができるか不安でしたし部屋の女の子達（スモールグループ

メンバー）と仲良くなれるかとかすぐ友達ができるかとかいろんな心配事をしていました。でも逆に神様が私に

なにを教えたいのか、示したいのか、EC で私はなにを得ることができるのかをすごく期待していました。 

 

EC で私は神様のことをたくさん学ぶことができました。いっぱい賛美を神様にささげることができました。みん

なで心から神様を自由に大きな声で賛美すること、学ぶこと、祈ることができて私は毎日聖霊に満たされた

日々を送ることができました。世界には迫害によって自由に大きな声で賛美したり、祈ったりできないクリスチャ
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ンがたくさんいるのに私は誰の目を気にせず大きな声を出して賛美したり、祈ったり、お話を聞くことができた

恵みを感謝しています。どんなに私は恵まれているか実感することができました。 

 

神様が私たちの平和であり、私たちは神様からの知恵をいただきながら平和の種を蒔き続けなければならな

いこと。へりくだって、忍耐強く、小さなことから種（神様の御言葉、福音）を蒔いていく。種を蒔いているときはい

ろんな試練にあうかもしれないけれど、私たちはそういう試練に耐え忍ぶことができるように心を強く（＝心を前

向きにする）しなければならない。そして神様が私たちを用いてくださるように、神様の愛をいろんな人に見せる

ことができるように、イェス様のように生きられるように、いつも祈らなければいけないことを学びました。 

 

私はスモールグループリーダーという奉仕を通して神様から大きな恵みと祝福をいただきました。そしてすばら

しい出会いをいただきました。スモールグループの最初の日は緊張しすぎてどうやって会話を始めればいいの

か全然わからなかったですけど、すべてを神様に委ねました。１日目と２日目、あまりスムーズにいかなかった

のでちょっと不安でした。他のスモールグループのリーダー達の話を聞いていると、１日目からみんな仲良くな

っていたり、いろんなことを話したりすることができたと言っていたので「私のグループはちょっとみんなより遅れ

ているのかなー?」って思ったりしました。でも、神様はそれぞれのグループに違う計画を立てておられ、それに

あったタイミングを与えているということそして神様が私のグループのリーダーであることに気付かされました。

神様にすべてをゆだねることができるように、神様がメンバーひとりひとりに語りかけてくれるように祈りました。

そして三日目の夜、女性集会があった後、メンバーひとりひとりが心をみんなに開いてくれました。中には泣き

ながら自分の親友にも言ったことなかったことをシェアーしてくれた人もいました。そして、みんなで親身になっ

てひとりひとりの話を聞いて一緒に一人一人のために祈ることができました。その時、私は神様の存在を身近

に感じました。神様がひとりひとりの中にいてくださっていることを感じました。その夜私たちは一つになること

ができました。リーダーであるというプレッシャーもなくなり、神様にすべてをまかせることができました。 

 

みんなと共に助け合うこと、祈り合うこと、支え合うことの大切さを神様は私に教えてくださいました。神様は私

にこれからの信仰生活を一緒に助け合う、祈り合う、支え合うすばらしい姉妹を与えてくださいました。この貴

重な経験と出会いは神様が私に用意してくださったことだと確信しています。本当に感謝です。 

 

EC で私はいろんなことを考えさせられました。そして一つの決心をすることができました。ずっと自分でたてた

計画を握りしめていた私。そんな私を神様は十分に使わすことができないことに気付きました。だから私は神

様にすべてをゆだねたいと思いました。神様が私を自由に用いてくださるように備えたい、神様にために働きた

い、伝道したい、神様のためだったら何でもしたいとう決心ができました。 

 

毎日神様に賛美をささげながら生きることの大切さ、神様の愛にこたえることの大切さ、そして神様にゆだねる

ことの大切さを神様は私に改めて教えてくださいました。神様がEC で素晴らしい信仰の友をたくさん与えてく

ださったことに感謝しています。神様の無条件の愛、恵み、そして偉大なる存在を感じることができたことに感

謝しています。 

そして、皆さん一人一人が私たちのために祈ってくださったことと支えてくださったことに心から感謝します。 

 

「義の実を結ばせる種は、平和をつくる人によって平和のうちに蒔かれます」 

ヤコブ３：１８ 
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8. 井畑武 

 

１２月２７日土曜日の朝、ｅｃ会場に向けて出発する前に、デボーションの時間が与えられました。そのときに読

んだ『人生を導く５つの目的』の３１日目には、次のように書かれていました。「自分の力を誇るよりも、弱さの中

に現された神の恵みがどのようなものであったかを分かち合う方が、どれだけ聞く人励みになるか分かりませ

ん。」その言葉は僕の心に深く響き、期間中に何度も思い返すことになりました。僕にとって初めてのｅｃは、ま

さにこの言葉を繰り返しかみ締める６日間となったのでした。 

 

スピーカーの先生方がメッセージを通して分かち合ってくださった、ご自身の痛み。証をしてくださった方々が語

られた、過去や現在通っている苦しみ。そして平湯先生の、血の滲むような痛切なお祈り。集会では、主が私

たちの砕かれた心を深く愛され、弱さを強さに、失敗や痛みを他者への憐れみの心へと作り変えられていく神

のみ業を、多くの証し人を通して見せていただきました。 

 

そして、役立たずだった自分に主が手を差し伸べてくださったことへの思いを新たにされたとき、救われて変え

られたことに対して、自分がプライドを持っていたことに気付かされました。あの惨めだった自分はもう過去のも

のであり、今はそれとは決別したのだと、僕は心のどこかで誇っていました。でも、自分が誰かに必要とされ、

役に立てるようになったとしたら、それは全て主の恵みによるのです。「あの惨めな自分をあなたが受け入れて

くださったこと、そのことをいつも思い出させてください。それを思うとき、あなたの愛をいちばん感じられるから。

プライドから自由になって、あなたにへりくだることが出来るから。」悔い改めの中で、そういう祈りへと導かれま

した。 

 

また、自分の奉仕を通しても、たくさんの恵みを受けました。全体集会では、僕と母が謝罪と赦しによって和解

できたことを証させていただいたのですが、それを聞いた方々が、僕にご自身と家族との問題をシェアしてくだ

さいました。お話をうかがい、共に祈る中で、自分の通ってきた悩みや苦しみの経験が、兄弟姉妹と痛みを分

かち合い、慰めとなるために用いられているのを感じました。そしてそれらの艱難が、僕の益とするために、主

のご計画の中で用意されていた贈り物だったのだと思いました。 

 

スモールグループリーダーとして参加させていただいたノンクリスチャントラックでは、未信者の参加者たちの

熱意と真摯さに、本当に心打たれました。自分たちの前に示されているこの道は、本当に真実へと通じるもの

なのか。これから信仰の道を歩んでいくための確信が、神様を求める心が、自分の中に確かに存在しているの

か。それを見極めるために、真剣に悩み、疑問を追究し、とことんまで語り合う。自分はここまでまっすぐに、ひ

たむきに聖書と向き合ってきただろうかと、問わずにはいられませんでした。 

 

そして、僕は彼らに自分の過去の姿を重ねると同時に、自分の未来をも見ていました。掴んでいるものを手放

しなさいと言われて、でも主に委ねるのが怖くて手を離せないé。その状況は、自分自身にもきっとやってくる

ものだと思うからです。だから、彼らの抱える葛藤は、僕にとっては未知のものでも、既に乗り越えたものでもあ

りませんでした。もし「思い切って飛び込んでみればいい」と軽い気持ちで言うなら、その言葉はいつか必ず自

分自身に返ってくるものなのだと思います。そんな風に、自分の弱さと向き合う機会を与えてくれ、迷いや恐れ

を分かち合った彼らは、僕にとってかけがえのない戦友のような存在でした。彼らとの出会いが、僕にとって今

回のｅｃでの最大の祝福だったと思います。 
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9. 山口明香 

ec 08 に参加して 

 

今回で4 回目の ec に、今回も神様がこのようにして道を与えてくださったことを心から感謝します。2 回目のス

モールグループディレクーとしての奉仕は、私にとって大きな訓練の場所となり、主の体験をするという恵みと

なりました。 

 

春から関わった実行委員会。毎月開かれるスカイプミーティングや、毎日午前午後１２時２７分に祈ることなど、

準備に関わる段階から私は、神様からたくさんの学びを与えられました。 

 

スモールグループは人と密接に関係する奉仕です。ec のハイライトの１つだとも言われるスモールグループ。

今までスモールグループリーダー、スモールグループコーディネーターとして奉仕をしてきて、主がこの小さな

グループの中でしかできない祝福も充分にみて来たので、私は今回もスモールグループに関われることが嬉し

くてたまりませんでした。 

 

準備を通して学ばされたこと、それは、「主に期待する」「主を見上げる」ということです。350 人の参加者のスモ

ールグループを構成するのは本当に本当に大変でした。自分の力では到底出来ることではありません。まず、

60 名のスモールグループリーダーのリクルートは、主の力と知恵を得なければ出来ることではありませんでし

た。参加予定者のリストを見、祈りつつ、地域リーダー達や他の実行委員達からのヘルプももらいつつ、メール

を出していきました。一人一人に愛を持って、感謝を持って連絡することは、忍耐が必要でした。私からみれば、

何百通のうちの１メールですが、彼らからとったら、スモールグループに関してくる、唯一のメールです。丁寧に

メールしたつもりで返事を待つと、断りのメールだったときに、落ち込んでしまう自分がいました。私はどんどん

疲れてしまい、SG が今年なかったらどうしよう。と思うこともありました。でも、主はそんな私の思いを理解して

いらっしゃって、「人に期待するのではなく、わたしをみつめなさい。」と思い出させてくださいました。また、「変

えられない自分自身を、わたしによって変えられなさい。」とさらに次のステップも伝えてくださいました。私では

なく、主のスモールグループ。主に期待したとき、重荷も不安も全て取り去られました。 

 

集会中、学んだことは「向き合うことの大切さ、そしてそれを通して与えられる成長」でした。スモールグループ

リーダー達、スモールグループコーディネーターたちの働きに、何度も励まされ、涙しました。私の集会中の奉

仕内容の中には、彼らのメンター的ケア、また、全てのスモールグループでなにが行われているかの把握とい

うのがありました。このことを通して、主が実際にどのようにec で働かれるかを近くで感じることのできるポジシ

ョンを主は与えてくださいました。SG をどのように進めればいいのか分からず、悩み、辛い思いをしているリー

ダー達もいました。でも、一人一人が逃げ出さずに、メンバーを思い、祈り、彼ら自身が主によって確かに成長

させられているのをみました。それぞれが色んな場所で色んな思いを抱えて参加しているec。人と出会い、神

様に触れられ、変えられていく一人一人。苦しい中に主を見上げる一人一人の姿。そして変えられていく様子。

集会中、一人一人の名前をあげて執り成しの祈りをしながら、何度涙を流したか分かりません。名前を呼ぶと、

一人一人の顔が浮かび、また、それぞれへの祈りの思いが与えられ、主が本当に一人一人を呼び、この場所

にいるのだということを感じました。そして、それぞれに必要なチャレンジを与え、それを通して、また主に近づく

者として変えられていることを感謝しました。 

 

最終日に参加者の一人が言いました。 

「スモールグループがなければ、ec じゃないよね。」 
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スモールグループを通して、私自身が、主の働きを体験しました。他でもない万軍の主が生きておられること、

私たちのことを想像できないぐらいに愛しておられること。ただただ、主の御名を賛美いたします。 

 

 

アトランタメンバーが数多く参加できたことも本当に感謝でした。地元に帰って来た今、ec を通してそれぞれが

学ばされたことを、与えられているこの地、アトランタで、兄弟姉妹とともに同じパッションを持ち、信仰生活を送

れるということは、確かに今までとは違うものを与えてくれています。ここで、主につながり、主を見上げることで、

地の塩となれること、それが一人ではないこと、素晴らしい仲間が与えられていることを本当に嬉しく思います。

それも、金銭面でのサポート、お祈りでのサポートをして、力強く愛を持って送り出してくださった地元の兄弟姉

妹、またJCFN を通してサポートしてくださった方がいるからこそだと、心から感謝しています。この場を借りて、

お礼を申し上げます。 

 

 

主は私と共におられること、私のうちに働かれていること、私には主しかいないということ、それを体験できた

ec08 は、私の信仰生活に置いて、かけがえのないものです。 

 

 

"キリストがすべての人のために死なれたのは、生きている人々が、もはや自分のためにではなく、自分のため

に死んでよみがえった方のために生きるためなのです。"IIコリント５：１５ 

 

"それは私の切なる祈りと願いにかなっています。すなわちé生きるにも死ぬにも私の身によって、キリストが

あがめられることです。"ピリピ１：２０ 

 

 

 

 

 

10. 松本務 

 

「次世代リーダーの育成の場」。EC を一言であらわせと言われたら、僕はこう答えます。去年も参加し、趣旨

や内容が分かっていた２回目の今回、僕ははっきりとした目標をもってこのカンファレンスに望みました。去年

めちゃめちゃ恵まれ、自分の人生１００％神様に献身するチャレンジを受けたので、今年は参加者としてただ受

動態でいるんじゃなくて、このECを作り上げる一部になりたい、初めてきた人が神様にがっつり出会えるように

その彼らの成長をサポートする側に回りたい。そう思ったんです。 

実際にそういう思いで参加してみると、周りの多くの参加者が僕と同じ思いでいることを知りました。観客で

いるのではなくて、制作者であろうとする思いです。これがEC で僕が見た希望でした。誰かがやってくれるじゃ

なくて、みんなでつくりあげよう、自分もその一部になりたいっていう空気があるんですね、EC には。そこに仲

間意識が生まれ、連帯感が生まれました。 

制作者の側に立つということは、仕えるということを意味します。ここにリーダーの本質があります。JCFN ス

タッフやその他の先輩方の献身的に仕える姿を見て、その姿に触発されて自発的にリーダーとして立ち上がっ

ていく参加者達。EC はリーダーが発掘され、育て上げられる場所なのです。 

優れたリーダーには３つの必須条件があると思います。それは、イニシエーターになれること、空気を変える

勇気があること、そしてその根底に仕える心があることです。イニシエーターとは、何かを始める人のことです。

神様の声を敏感にキャッチし、その導きに周りを巻き込みながら応答していく人のことです。空気を変える勇気
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とは、何気ない普通の集まりを礼拝の場へと変える力です。賛美しよう、祈ろうと神様をその空間に歓迎する意

識のことです。そして最後に、今回EC で学ばされたリーダーの最大条件、それは仕える心です。目立つこと、

かっこよくみんなを先導していこと。リーダーと言う言葉にはそんなイメージがありますが、真のリーダーとは、

みんなの下に立ち人を伸ばすこと。縁の下の力持ち。他の人の喜びのために自分を捧げていく人のことなんだ

なと知りました。 

それぞれの地域において、「仕えるリーダーシップ」を発揮しながら周りを引っ張っていける若者を育て上げ、

その若者たちを繋げ一致させたこのEC08。これから日本で起こる爆発的な教会成長を見るとき、このカンファ

レンスがもたらした影響は誰の目にも明らかになるだろうと思います。 

 

 

 

 

11. Verwey 英里 

 

神様は自分では決して変えられない心の部分まで変えられる方だということを 

尐し証ししたいと思います。 

今回は EC 初参加のくせに、いきなりノンクリスチャンのSGL 奉仕をすることにしました。 

いろいろ迷った末にこの奉仕を選びました。 

そう、 

この奉仕をするにあたって、私は変わりたいと思っていたのです。 

人を教えようとする自分 

人をさばいてしまう自分 

究極的に自分にしか興味がない自分 

こんな自分が大嫌いでした。でも、どうしても変えられなかったのです。 

人を教えようとする自分 

両親が教師をしていたせいか、話方が先生口調な自分が私は大嫌いでした。人が悩んでる時にも「聖書はこう

言ってるのよ。この聖書箇所ではね・・・」なんて言って上から目線で他の人を教えてしまう自分が嫌いでした。 

人をさばいてしまう自分 

他のクリスチャンに対して、「あの人クリスチャンのくせに・・・」と言ってさばいてしまう思考回路はもう常習化し

てました。偶像礼拝とかかかわってる家族を見て「間違ってるわ。あり得へん。」などと神様を知らない相手に

対する愛はゼロでさばいてしまう自分と葛藤していました。 

究極的に自分にしか興味がない自分 

そして、私は自分が究極的には冷めたやつで、自分以外には興味がないということも心の奥底では知っていま

した。もちろん頑張ってそれを隠して生きてましたが、演じることに疲れを覚えていました。 

 

こんな自分をEC を通して神様が変えてくれることを信じ、期待しました。だからこそあえてSGL に挑戦しました。

そして、ただ期待して待つだけでなく自分でも努力して変わろうとしました。 

SGL として人に「これが正しいのよ」って教える代わりに、相手の話をとことん聞くようにしました。相手がどんな

人か、何を考えてるのか、何を言おうとしてるのかを知るために、必死で聞きました。こうあるべきっていう模範

解答を教える代わりに、自分の今まで通ってきた道をシェアしました。苦しみとか悩みとかあまり人に見せたく

ない弱みさえも正直に出していきました。そして相手をさばく代わりに相手の立場に立ってみました。自分がこ

の人の立場だったらということを頭の片隅にいつも置きながら聞いてみました。もちろん一人一人のためにコン

スタントに祈っていきました。必死に神様に助けを求めました。 
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すると、どうでしょうSG のメンバー友達になったノンクリスチャンたちが彼ら自身の心を開いて、いろいろシェア

してくれるようになったじゃないですか。彼らのバックグラウンド、今葛藤していること、どうしても悩んでいること、

クリスチャンに対する率直な疑問などなどどんどん話してくれるようになりました。 

私はそんな彼らに耳を傾けるうちにクリスチャンに対しては心から仲間なんだって思えるようになりました。まだ

神様を自分の主として受け入れていなくて、いろんな悩みや痛みやコンプレックスの中で苦しんでいる人たちに

対しては、私自身の心が痛くなり本当に彼らがイエス様によって癒されてほしい、希望を持ってほしいと切に願

うようになりました。 

「人を教えようとする自分」は「聞く者」へと変えられ 

「人をさばいてしまう自分」は「ともに痛みを知る者」へと変えられたのです 

そして何より、私はこれらのことを通して「究極的には自分にしか興味のない者」から 

「他の人のために熱くなること体験する者」へと変えてくださいました。 

EC 最後のスモールグループで 

ñ主から、「私になにをいてほしいのか」と問われています。何と答えますか？ともに分かち合いましょう。ò 

という質問の答えをみんなシェアしていたのですが、私はこう言ったのです。 

「もし、もし主がそう言わはるんやったら、 

 うちは、うちは＊＊（SG のノンクリスチャンの子）が主を知って、 

 心にある傷とか苦しみを癒されてほしい」と。 

 

私にとってはあり得ないことでした。緊張のあまり、鼓動はドキドキしてたし心臓と頭がカーっと熱くなるのがわ

かりました。こんなことを言うなんて。 

でも、たしかに主は私の心に熱いものを注いでくださったのです。私はじぶんでは決して得ることのできなかっ

た感情を含むこの熱い思いを与えられたのです。 

主は本当に生きて力があり、私のような頑固な者の心にさえ働かれるのだということを知って 

正直驚きが隠せません。 

 

長くなりましたが、以上で証を終わります。 

 

 

 

 

12. 野口 剛史 

 

ec08 で与えられた証：自分の弱い部分を神様にゆだねる ～祈りの大切さの実感～ 

 

今回始めて ec に参加しました。その前にcc に参加していたこともあって、そのときと同じように楽しく過ごせる

のじゃないか？温泉にも入れるし楽しそうだなぁと思っていた程度で、まだそのときはec で神様から示されるこ

とをあまり深く考えていませんでした。 

 

ec の初日からパワーポイントの奉仕があったのですが、それがつらい。慣れていたはずの操作がうまくいかず、

いきなり知らない人たちと一緒に音響の狭いところで操作をしなきゃいけない、パソコンの不調、段取り不足で

曲は間違えるし、各集会の前の準備で食事や集会後のスモールグループの時間も満足に参加できない状態

で、とにかく自分に余裕がなく、そんな自分にとても失望して落ち込んでいました。そんな状態で奉仕を続けて

いると、その作業自体に気が取られてしまい、集会でのメッセージがよく理解できていない自分があることに気
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づきました。ec みたいな場は、より神様と接しやすい場だと思っていたのに、このように自分が神様から離れた

状態になっていることに気づいた瞬間、とても悲しく思えました。そのとき、「なぜec に来たのだろう？」ととても

戸惑っている自分がいました。 

 

しかし、そんなとき助けてくれたのがスモールグループでの祈りでした。その日の夜のスモールグループで自

分の奉仕での戸惑いをスモールグループで打ち明けるとみんな親身になって聞いてくれ、共に祈ってくれまし

た。その時、心の平安が訪れたことをとても鮮明に覚えています。思っていることを話し、共に分かち合い、共

に神様に祈ることにはとてもすごいことなんだと思い、今まで「祈り」の力をよくわかっていなかった自分にはと

ても恵まれた体験でした。 

 

その祈りの大切さに気づく出来事がもうひとつec でありました。日ごろからお世話になっていた西本さんが天

国に召されたことを知ったときです。ちょうどそのことを知ったのは、ec３日目の夕食の時間でその後の男性集

会のパワーポイントの打ち合わせも兼ねてその集会に携わる人たちと食事をしていました。その前に、西本さ

んが ICU に入ったことを聞かされていましたが、心の中ではまた元気な西本さんと会えることをずっと信じてい

ました。なので、その夕食の時間の時、西本さんが召されたことを聞いた時にはとても信じられない気持ちでい

っぱいで、西本さんが召されたこと、もうこの世では会えなくなってしまったことを受け入れられない自分がいま

した。そのときも「祈り」が私をそのどうしようもない悲しみから救ってくれました。食事もままならないまま、

Norcross のみんなで祈りました。その祈りの中でみんなの西本さんを失った悲しみを神様に告白し、天に召さ

れた西本さんのために祈り、また残された家族、教会のために祈りました。私の人生の中で、身近なクリスチャ

ンの人がなくなったのは初めての経験でしたが、その祈りを通じて、そこには大切な人を失った悲しみもありま

したが、聖書に書かれている約束、天で神様と共に過ごす喜び、希望もそこにはあるということが感じられまし

た。そして、その後もスモールグループの仲間たちと共に祈れたことで悲しみだけじゃない、何か大きなものを

感じることができました。 

 

そんなさなか、４日目の集会で内村先生の証を通じて「自分の弱い、避けていた部分も含めて神様にささげる

こと」の大切さを学びました。そのメッセージの中で、自分の弱い部分、自分の犯していた罪、他の人に見せた

くないこと、向き合わなければならない真実に目をそむけている自分がいること、そしてその弱い部分、目をそ

むけたい部分も含めて神様にゆだねていない自分を神様は私に示してくださいました。そのときの自分に対し

ての不甲斐なさ、過去の罪に対する後悔を強く感じました。しかし、それは後悔で終わるのではなく、自分一人

では向き合えないことでも、神様と共に向き合っていくことができることも示されました。しかし、その直後にいき

なり自分が向き合えるわけではなく、自分に弱い部分に向き合う力とそのプロセスに神様が共におられること

を祈り、ec から１ヶ月経った今、尐しずつですが神様と共に自分に弱い部分に向き合う力、意欲が湧いてきた

ことを感じます。 

 

このような体験がec の場でできることはec に来る前は夢にも思っていませんでした。ec で得られた体験は決

して私にとっては「楽しい」ものではなかったですが、それ以上に私の本質的な神様との関係作りに大きな進展

をもたらしてくれるそんな体験でした。        

 


